
中
毒
が
多
発
し
ま
す
の
で
、
家
庭
で

の
食
品
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
花
火
大
会
や
夏
祭
り
な
ど

で
臨
時
に
食
品
を
提
供
す
る
場
合
は

保
健
所
の
許
可
が
必
要
で
す
。
必
ず

事
前
に
保
健
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
保
健
所
で
は
食
品
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

e

多
摩
府
中
保
健
所
武
蔵
野
三
鷹

地
域
セ
ン
タ
ー
食
品
衛
生
係
1
54

―
２
２
０
９

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
講
演
会

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
治
療
と
療
養

に
つ
い
て
」

▽
９
月
24
日
f
午
後
２
時
〜
４
時
30

分
、
調
布
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。

講
師
は
都
立
神
経
病
院
神
経
内
科
の

横
地
房
子
さ
ん
。

▼
多
摩
府
中
保
健
所
地
域
保
健
係

1
042
―
362
―
２
３
３
４
へ
申
し
込

む
。あ

な
た
も
社
会
協
協
会
員
に

7
〜
8
月
は
会
員
増
強
月
間

社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
は
、

「
誰
も
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て

市
民
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
企
業
、

福
祉
施
設
、
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
行
政
な
ど
と
協
力
し
て
地
域

の
福
祉
を
推
進
す
る
団
体
で
す
。
そ

の
活
動
は
、
行
政
か
ら
の
補
助
金
や

寄
付
金
、
募
金
の
交
付
金
に
加
え
、

会
員
か
ら
の
会
費
で
ま
か
な
わ
れ
て

お
り
、
会
費
は
在
宅
福
祉
の
充
実
や

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
ほ
の
ぼ
の

ネ
ッ
ト
）
活
動
の
推
進
な
ど
、
地
域

に
根
付
い
た
社
協
独
自
事
業
の
貴
重

な
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

増
強
月
間
中
は
、
社
協
が
委
嘱
し

た
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
員
や
町
会
・
自

治
会
の
方
が
み
な
さ
ん
の
お
宅
に
加

入
と
会
費
の
納
入
の
お
願
い
に
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
会
員
の
種
類

個
人
会
員
＝
500

円
、
法
人
会
員
＝
５
千
円
、
賛
助
会

員
＝
３
千
円
、
特
別
賛
助
会
員
＝
１

万
円
以
上
（
金
額
は
年
額
１
口
）。

e

同
協
議
会
地
域
係
1
46
―
１

１
０
８

高
齢
者
作
品
展
の

作
品
募
集

高
齢
者
の
方
の
趣
味
活
動
か
ら
創

り
出
さ
れ
た
作
品
を
展
示
す
る
「
高

齢
者
作
品
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
対

象
は
市
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上

の
方
（
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
利
用
者
お
よ
び
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
に
入
所
の
方
は
65
歳
未
満
で
も
出

品
可
能
で
す
）。
募
集
作
品
は
絵
画
、

手
工
芸
品
、
彫
刻
、
陶
器
、
写
真
な

ど
（
１
人
１
点
）。
み
な
さ
ん
の
力

作
を
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
出
品
く
だ

さ
い
。

▽
９
月
13
日
b
〜
19
日
a
、
市
役
所

１
階
市
民
ホ
ー
ル
で
。

▼
８
月
16
日
b
〜
27
日
f
に
、
電
話

で
高
齢
者
支
援
室
へ
申
し
込
む
。
作

品
の
搬
入
は
９
月
10
日
f
の
午
前

中
、
返
却
は
９
月
21
日
c
の
午
前
中
、

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２
６

２
７こ

も
れ
び

ほ
っ
と
・
サ
ー
ク
ル

「
65
歳
か
ら
の
介
護
予
防
」

〜
健
康
と
仲
間
作
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
も
れ
び
で
は
、
市

と
の
協
働
で
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
方
と
一
緒
に
毎
月
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
９

月
は
作
業
療
法
士
を
囲
ん
で
、
軽
い

体
操
を
交
え
な
が
ら
、
日
常
生
活
の

こ
と
や
高
齢
者
福
祉
の
こ
と
を
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。

▽
９
月
８
日
d
午
前
10
時
〜
正
午
、

ス
ペ
ー
ス
Ｓ
（
下
連
雀
１
丁
目
）
で
。

参
加
費
300
円
（
資
料
、
お
茶
代
）。

講
師
は
弘
済
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
堀
口

貞
子
さ
ん
。

▼
８
月
16
日
b
午
前
９
時
か
ら
、
こ

も
れ
び
事
務
局
1
42
―
４
４
６
９

へ
申
し
込
む
。
先
着
10
人
。

◆
こ
も
れ
び
電
話
相
談

1
42
―

４
４
７
１

毎
日
の
生
活
の
中
で
お
困
り
の
こ

と
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
か
ら
の
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。
毎
週
水
・
金
曜
日
午

後
１
〜
３
時
に
は
相
談
員
が
対
応
し

ま
す
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２
６

２
３

国
民
健
康
保
険
「
医
療
費
の

お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

世
帯
主
の
方
に
、
８
月
25
日
d
に

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お
送
り

し
ま
す
。
こ
れ
は
医
療
機
関
な
ど
か

ら
の
請
求
に
基
づ
き
、
今
年
５
月
に

受
診
し
た
方
の
名
前
、
医
療
費
の
総

額
（
10
割
分
）、
医
療
機
関
な
ど
の

名
称
お
よ
び
食
事
療
養
費
の
全
額
を

記
載
し
て
い
ま
す
。
接
骨
院
に
つ
い

て
は
、
今
年
６
月
に
市
が
接
骨
院
か

ら
請
求
を
受
け
た
も
の
が
対
象
で

す
。こ

の
お
知
ら
せ
は
、
健
康
や
医
療
、

保
健
事
業
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
て

い
た
だ
く
参
考
と
し
て
お
送
り
す
る

も
の
で
す
（
手
続
き
な
ど
を
取
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

e

保
険
課
国
保
給
付
係
1
内
線

２
３
８
８

今
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第

2
期
の
納
期
で
す

平
成
16
年
度
国
民
健
康
保
険
税
第

２
期
の
納
期
限
は
、
８
月
31
日
c
で

す
。
納
期
内
の
納
付
に
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
が
見
当
た
ら
な
い

方
、
納
税
に
関
す
る
相
談
（
分
割
納

付
な
ど
）
を
ご
希
望
の
方
は
、
保
険

課
国
保
納
税
係
1
内
線
２
３
９
１

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
の
ご

利
用
を

申
し
込
み
は
、
保
険
課

（
市
役
所
１
階
⑨
番
窓
口
）、
各
市
政

窓
口
、
指
定
金
融
機
関
、
郵
便
局
へ

①
納
税
通
知
書
、
②
預
金
通
帳
の
届

出
印
、
③
預
金
通
帳
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

e

保
険
課
1
内
線
２
３
９
１

7
月
〜
9
月
生
ま
れ
の
方
の

訪
問
歯
科
健
康
診
査
を
受
付
中

申
込
期
間
は
９
月
17
日
f
ま
で
、

受
診
期
間
は
９
月
30
日
e
ま
で
。
対

象
は
通
院
に
よ
る
歯
科
健
康
診
査
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
40
歳
以
上
の

在
宅
で
寝
た
き
り
な
ど
の
状
態
に
あ

る
方
と
、
主
た
る
介
護
家
族
の
方
。

歯
科
医
師
の
訪
問
に
よ
る
歯
科
健
康

診
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

e

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
1
46
―

３
２
５
４
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赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
で
か
ら
10
日
目
ご

ろ
ま
で
に
生
じ
る
状
態
で
、
産
婦
が
感

情
的
に
不
安
定
に
な
っ
た
り
、
精
神
的

に
混
乱
し
た
り
、
ま
た
、
不
眠
、
抑
う

つ
気
分
、
注
意
集
中
困
難
な
ど
を
呈
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
特
徴
的

な
の
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
刺
激
で
涙
ぐ

ん
だ
り
、
泣
い
た
り
す
る
、
わ
け
も
な

く
泣
け
て
き
た
り
、
わ
け
も
な
く
泣
き

た
い
気
持
ち
に
な
っ
た
り
す
る
、
ま
た
、

育
児
に
無
関
心
に
な
る
産
婦
も
み
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
マ
タ
ニ
テ

ィ
・
ブ
ル
ー
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
分
娩

に
よ
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
動
な
ど
で

一
過
性
に
生
じ
る
情
緒
不
安
定
な
状
態

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
こ

の
よ
う
な
状
態
は
特
段
の
治
療
も
せ
ず
、

通
常
は
２
週
間
程
度
で
お
さ
ま
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
産
後
２
週
間
以

上
経
っ
て
も
気
分
が
晴
れ
ず
憂
う
つ
で
、

不
安
や
い
ら
だ
ち
、
無
気
力
、
不
眠
、

食
思
不
振
な
ど
の
症
状
が
認
め
ら
れ
た

り
子
ど
も
を
か
わ
い
く
思
え
な
い
、
こ

ん
な
母
親
で
よ
い
の
か
と
自
責
的
に
な

っ
た
り
、
育
児
に
対
す
る
過
度
な
不
安

や
恐
怖
を
抱
き
、
母
親
と
し
て
の
自
信

や
子
育
て
の
自
信
が
も
て
な
い
気
持
ち

に
と
ら
わ
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
お
産

を
し
た
病
院
の
医
師
に
相
談
の
う
え
精

神
科
医
を
受
診
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

で
す
。
そ
の
理
由
は
本
人
に
と
っ
て
は

こ
の
苦
悩
は
大
き
い
し
、
死
ん
だ
ほ
う

が
ま
し
だ
と
さ
え
思
い
つ
め
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。

産
褥
期
に
生
じ
る
う
つ
病
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
よ
う
な
病
態
を
産
後
う
つ

病
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
女
性
は
妊
娠
か

ら
出
産
ま
で
、
そ
し
て
産
後
の
育
児
に

至
る
ま
で
、
生
理
的
な
一
つ
の
過
程
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
心

身
に
は
た
い
へ
ん
大
き
な
ス
ト
レ
ス
が

加
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。
産
後
し
ば
ら

く
の
間
は
産
婦
の
心
身
は
相
当
な
疲
憊

状
態
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
心
身
の
状
態

を
い
や
す
良
薬
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
夫
を
は
じ
め
と
す
る
家
族
の
協
力

と
温
か
い
支
援
で
す
。

ほ
か
に
も
産
褥
期
に
は
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
を
損
ね
た
状
態
が
現
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
授
乳
時
間

を
気
に
し
て
時
計
ば
か
り
見
て
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
、
赤
ち
ゃ
ん
の
食
器
消
毒
を

何
回
で
も
や
り
直
し
た
り
、
体
重
の
増

加
、
身
長
の
伸
び
を
毎
日
毎
日
気
に
し

て
測
定
し
た
り
、
ば
か
く
さ
い
と
思
い

な
が
ら
も
そ
う
し
な
い
と
気
が
す
ま
な

い
状
態
に
な
っ
て
、
い
つ
の
ま
に
か
強

迫
性
障
害
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
態
は
、
う
つ

病
を
基
盤
に
発
症
し
た
り
、
う
つ
病
と

共
存
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

産
後
、
な
に
か
と
神
経
質
に
な
り
す

ぎ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
専
門
医
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

（
三
鷹
市
医
師
会
）

「産後うつ病」

健康コラム

介
護
保
険
料
特
別
徴
収
開
始

通
知
書
を
発
送
し
ま
す

介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
差
し
引

き
（
特
別
徴
収
）
と
な
る
方
へ
、
10

月
、
12
月
、
平
成
17
年
２
月
に
差
し

引
か
れ
る
介
護
保
険
料
の
額
な
ど
を

お
知
ら
せ
す
る
「
介
護
保
険
料
特
別

徴
収
開
始
通
知
書
（
本
徴
収
）」
を

８
月
16
日
b
に
発
送
し
ま
す
。

対
象
は
４
月
１
日
現
在
、
老
齢
・

退
職
を
事
由
と
す
る
年
額
18
万
円
以

上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
65
歳
以

上
の
方
で
す
。
特
別
徴
収
対
象
者
が
、

複
数
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

は
、
定
め
ら
れ
た
順
位
で
、
１
つ
の

年
金
か
ら
介
護
保
険
料
を
特
別
徴
収

し
ま
す
。

※
受
給
す
る
年
金
の
合
計
額
が
18

万
円
以
上
あ
っ
て
も
受
給
す
る
年
金

の
ど
れ
も
が
年
額
18
万
円
に
満
た
な

い
場
合
や
、
障
害
年
金
お
よ
び
遺
族

年
金
な
ど
の
み
を
受
給
し
て
い
る
場

合
は
、
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

※
老
齢
・
退
職
を
事
由
と
す
る
年

額
18
万
円
以
上
の
年
金
受
給
者
で
あ

っ
て
も
、
年
度
の
途
中
で
65
歳
と
な

っ
た
と
き
、
他
の
区
市
町
村
か
ら
転

入
し
た
と
き
、
所
得
段
階
が
変
更
に

な
っ
た
と
き
、
年
度
の
初
め
（
４
月

１
日
）
の
時
点
で
年
金
を
受
け
て
い

な
か
っ
た
と
き
な
ど
は
、
当
該
年
度

は
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
場
合
は
、
翌
年
度
（
10
月

分
）
か
ら
特
別
徴
収
に
変
更
に
な
り

ま
す
。

※
翌
年
度
４
月
（
仮
徴
収
）
に
年

金
か
ら
差
し
引
く
介
護
保
険
料
は
、

平
成
17
年
２
月
（
本
徴
収
）
の
保
険

料
額
と
同
額
と
な
り
ま
す
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２
６

８
７

保
健
師
・
看
護
師
の
パ
ー
ト

職
員
を
募
集
（
若
干
名
）

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
母
子
保

健
事
業
を
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る

保
健
師
・
看
護
師
の
パ
ー
ト
職
員
を

募
集
し
ま
す
。
対
象
は
基
本
的
な
パ

ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方
。

▼
８
月
30
日
b
（
必
着
）
ま
で
に
、

履
歴
書
を
「
〒
181
―
０
０
０
４
新
川

６
―
35
―
28
三
鷹
市
総
合
保
健
セ
ン

タ
ー
」
へ
送
付
す
る
。
後
日
面
接
。

e

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
1
46
―

３
２
５
４

専
門
医
と
保
健
師
に
よ
る

個
別
相
談
を
行
い
ま
す

◆
精
神
保
健
医
療
相
談
＝
９
月
７
日

c
、
16
日
e
眠
れ
な
い
、
何
も
し
た

く
な
い
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
、

人
と
接
す
る
の
が
つ
ら
い
な
ど
で
お

悩
み
の
方
。

◆
思
春
期
相
談
＝
９
月
15
日
d
思

春
期
は
、
著
し
い
身
体
の
変
化
と
と

も
に
心
も
大
き
く
揺
れ
動
く
年
代
で

す
。
思
春
期
〜
青
年
期
の
心
の
悩
み

や
家
族
問
題
に
つ
い
て
お
悩
み
の

方
。

◆
ア
ル
コ
ー
ル
相
談
＝
９
月
27
日
b

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
を
克
服

し
、
生
活
を
改
善
す
る
た
め
、
本
人

や
家
族
が
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い

か
な
ど
を
話
し
合
い
ま
す
。

▼
事
前
に
多
摩
府
中
保
健
所
1
042

―
362
―
２
３
３
４
へ
申
し
込
む
。
相

談
時
間
は
午
後
２
〜
４
時
、
相
談
場

所
が
武
蔵
野
三
鷹
地
域
セ
ン
タ
ー

（
旧
三
鷹
武
蔵
野
保
健
所
）・
三
鷹
市

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
と
分
か
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
の

際
必
ず
場
所
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
相
談
日
以
外
で
も
保
健
師
が
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
電
話
な

ど
で
予
約
の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ

い
。夏

季
の
食
中
毒
に

気
を
つ
け
よ
う

気
温
が
高
く
な
る
夏
季
は
Ｏ
１
５

７
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
な
ど
の
細
菌
性
食

65
歳
以
上
（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
方
で
、
16
年
度
分
介
護
保
険
料
の

所
得
階
層
「
第
２
段
階
」
以
下
の
方

を
対
象
に
、
個
別
軽
減
制
度
を
実
施

し
ま
す
。

◆
申
請
で
き
る
方

次
の
条
件
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
介
護
保
険
料
の
区
分
が
第
１
段
階

ま
た
は
第
２
段
階
で
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
な
い
。

②
平
成
15
年
中
の
収
入
が
、
第
１
段

階
75
万
円
以
下
、
第
２
段
階
150
万
円

以
下
ま
た
は
75
万
円
以
下
（
単
身
世

帯
の
場
合
。
世
帯
員
が
１
人
増
す
ご

と
に
50
万
円
を
加
算
）
で
、
資
産
活

用
や
家
族
の
援
助
を
受
け
て
も
納
入

困
難
で
あ
る
。

③
自
己
の
居
住
用
を
除
き
、
処
分
可

介護保険料の
個別軽減を
実施します

能
な
不
動
産
を
所
有
し
て
い
な
い
。

④
150
万
円
（
２
人
以
上
の
世
帯
は
300

万
円
）
を
超
え
る
預
貯
金
な
ど
の
資

産
を
所
有
し
て
い
な
い
。

⑤
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の

扶
養
を
受
け
て
い
な
い
。

◆
軽
減
の
内
容

左
表
の
と
お
り

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

①
７
月
以
降
に
届
い
た
平
成
16
年
度

の
介
護
保
険
料
通
知
書

※
普
通
徴
収
納
入
通
知
書
（
７
月

送
付
）
ま
た
は
特
別
徴
収
開
始
通
知

書
（
８
月
送
付
）

②
平
成
15
年
中
の
ご
本
人
と
世
帯
全

員
の
収
入
の
分
か
る
も
の
（
年
金
の

支
払
通
知
書
な
ど
）

③
ご
本
人
と
世
帯
全
員
の
預
貯
金
通

帳
ま
た
は
そ
の
写
し

④
認
め
印

⑤
軽
減
申
請
書
と
収
入
お
よ
び
資
産

申
告
書
（
用
紙
は
高
齢
者
支
援
室
に

あ
り
ま
す
）

▼
９
月
10
日
f
ま
で
に
高
齢
者
支
援

室
（
市
役
所
１
階
、
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分
）
へ
申

請
す
る
。

※
ご
本
人
や
家
族
が
窓
口
に
来
ら

れ
な
い
場
合
は
電
話
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２
６

８
７

介護保険料の軽減内容
保険料区分 第１段階 第２段階
本来の保険
料額（年額）

20,400円 30,600円

前年収入
75万円 75万円 150万円
以下 以下 以下

軽減金額 10,200円 20,400円 10,200円
軽減後の保険
料額（年額）

10,200円 10,200円 20,400円


